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ボランティア活動紹介・・・こんなボランティア活動も
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　　車いすを利用している人を介助するための
車椅子の使い方　基礎講座
140cmの高さの視線レベルを念頭に・・・
主催　大阪狭山市ボランティアグループ連絡会
平成2４年8月７日（火）１４：００～１６：００
講座会場：大阪狭山市立公民館　多目的室
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車椅子の正しい使い方って、わかるようでわからないもの・・・
誰にでもつかえるからこそ、不測の事故にもつながりやすいので、
一度きちんと学んでおこう。
そのような趣旨で毎年開催の車椅子の使い方基礎講座。

大阪狭山市ボランティアグループ連絡会が主催。
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車イスの正しい使い方、利用上の注意などの講師は、大阪介護福祉会より派遣の浅野さんと山本さん。

2３名の参加者を前に少し緊張気味。


	先ずは、車椅子の構造から・・・
特に足踏みパッド、ブレーキ、タイヤの空気圧、それに車椅子の重心のかけ方などの基礎を丁寧に解説。
なるほど簡単そうだが、安全のため、身体障がい者の身になって細部の点検が必要であることを納得。右下のパソコンをクリックすると、一部の動画が見られます。　
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重心のかけ方一つで、車椅子はスイスイと動きます。

大阪介護福祉会の講師の説明を参加者が実体験。

	一通りの講義を聞いた後、参加者交代で、公民館から外にでて実地研修を・・・・乗車体験者は、下り坂が意外と怖いことを実感。　そろそろ坂を降りましょう・・・・と付き添う講師。実地訓練の模様を動画でみてみよう！
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ちょっとした段差が最大の難関。　乗っている人に不安感を与えぬよう、まず重心を後ろにかけ、そしてヨイショと段を乗り越える。　結構車椅子の難しさを見学しながら、さあ、こんどは私の番。
　自転車・歩行者が行き交う実際の一般道で体験することは、教室よりずっと効果的！

	
今度は、交代してもう一度歩道と歩道の間にある

側溝のわたり方を学ぼう！

側溝上の金属鉄板のあみにはまらぬように斜めに

進行

参加者が汗をかいたのは、34度の夏休みの外気温だけではなさそう。
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さあ、エレベーターの利用の仕方を体験しよう！段差を上がり、エレベーターのドアを開け、エレベーターを降りるまでの体験

見ると知るとでは、大違い。
今日の車椅子基礎講座は、いつかお世話する機会があれば、きっと役に立ちますと・・講師の言葉でした。

	　実地訓練を終え、教室での話し合い。いろいろな質問が飛び交い、和やかな雰囲気で車イスを使っての交流が進行。講座もいよいよ終了の時間が迫ってきました。講師の先生方、参加者の皆さん
ご苦労様でした。交流の模様を動画で見てみよう！
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パソコンの「Ctrl」を指で押さえ、マウスをクリック





パソコンの「Ctrl」を指で押さえ、マウスクリック





パソコンの「Ctrl」を指でおさえ、マウスをクリック








